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自動運転の取組状況
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資料８



目標４ 安全かつ安価で最適な移動が確保されている

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度～令和 12年度
令和13
年度以降

杉並区地域公共交通計画等の位置づけ

・杉並区地域公共交通計画

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度～令和 12年度
令和13
年度以降

計画

実績

施策４－２ ＭａａＳの実装と自動運転技術の活用検討

取組４ 自動運転技術等の実証実験

実施

移行検証シミュレーション

・実行計画

現実行計画

（令和 6年1月～令和7年1月）

（令和 6年11月16日～22日）

実行計画改定
（令和 9年度～令和12年度）

本日（８月７日）

改定に向けた検討

自動運転実証実験（荻窪）

（令和 6年度～令和8年度）

■令和9年～12年までの検討・実施内容
・運行ルートの選定
・運行車両の検討
・実証実験の実施

自動運転技術の活用検討

２

有識者ヒアリング

導入計画検討委託
（令和 7年9月～令和8年3月）

検討



・ 自動運転の必要性

・ これまでの取組

・ 導入可能性の検討

目次
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運行計画自動運転の必要性

４

・ 運転士不足に伴う減便・廃線が課題 となっており、区内でも減便や廃線が発生。
・従来、 路線バスに依存していた移動が将来的に維持できなくなる 懸念がある。

地域公共交通計画の課題 減便、廃線の状況（ 2025年～）



運行計画自動運転の必要性

５

■交通課題

・運転手不足

・運転手の高齢化・負担軽減

■地域課題

・路線バスが多くの区民の生活
を支えており、減便・廃線によ
る影響が大きい

・区民の高齢化の進行

自動運転サービスを導入 し、地域住民の
移動手段を持続的に確保していく必要がある



運行計画これまでの取組

６

実施年度 項目 内容

平成30年度
井草森公園周辺における

自動運転実証実験

井草森公園を活用して、都内初となる自動運転

車の実証実験を実施。

車両はゴルフカートをベースとした。

令和5～6年度
自動運転への移行検証

シミュレーション

グリーンスローモビリティでの将来的な自動運

転技術の活用を視野に、自動運転への移行検証

等を実施。

令和6年度
荻窪地域における

自動運転実証実験

荻窪駅南側地域において、本格運行を開始した

グリーンスローモビリティでの自動運転の実証

実験を実施。

令和7年度
自動運転移動サービス

導入計画検討

区の地域特性、過年度の成果等を考慮した自動

運転移動サービスの導入計画を作成。



運行計画導入可能性の検討

７

・今後の自動運転技術の導入可能性については、技術の発展状況や区内の最新交通課題
を踏まえ、以下のとおり検討を進める。

③南北方向の交通利便
性の確保や交通空白地
域への対応、バス減
便・廃止路線を補完す
るため自動運転技術の
導入する

②区が運行主体となる
モビリティに自動運転
技術を導入し、多様な
車両への対応を可能と
する

①これまでの自動運転
の実証実験等における
課題の解消を図り、自
動運転技術を高める

区内の道路環境において技術的な課題を解消し自動運転の実装向
けて、 令和9年度以降、検討を進めていく必要がある 。
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